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■特別番組のご案内
　群馬テレビで「生命都市いきいき前橋～市民力・地域力による健康づくり」が放映されます。ぜひ、ご覧ください。
日時＝８月24日㈰午後８時～８時30分（再放送は８月30日㈯午後８時30分～９時）

■市政懇談会
　「市民力・地域力による健康づくり」をテーマに市政懇談会が始まりました。寄せられた提言・要望などは、市政運
営に生かすとともに、内容を整理して本紙９月１日号で紹介します。

■一地区一自慢
　本年度の｢一地区一自慢｣は、「健康づくり」がテーマ。各自治会で自慢の取り組みや新しい取り組みを募集します。
募集の詳細は本紙９月15日号でお知らせします。

市民や地域の活動 特別番組などで情報発信

新
さ
わ
や
か
健
診
は
国
の

指
定
項
目
に
11
項
目
追
加

　

本
市
で
は
４
月
か
ら
40
歳
か
ら
74
歳
を

対
象
に
し
た
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

や
75
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
し
た
後
期

高
齢
者
健
診
、
65
歳
以
上
の
市
民
を
対
象

に
し
た
介
護
予
防
の
た
め
の
生
活
機
能
評

価
に
、
新
し
く
本
市
独
自
の
健
診
を
加
え

ま
し
た
。
こ
の
「
新
さ
わ
や
か
健
診
」
は
、

国
が
指
定
す
る
17
の
健
診
項
目
に
加
え
血

液
や
腎
臓
、
肝
臓
、
心
臓
な
ど
の
疾
患
を

11
項
目
に
わ
た
り
検
査
す
る
も
の
で
、
さ

ら
に
充
実
を
図
る
も
の
で
す
。（
下
図
の
と

お
り
）

　

し
か
し
、
昨
年
度
実
施
し
た
「
さ
わ
や

か
健
診
」
の
受
診
率
は
48
㌫
。
新
し
く
充

実
し
た
「
新
さ
わ
や
か
健
診
」
で
は
、も
っ

と
多
く
の
人
に
受
診
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
年
に
１
回
は
必
ず
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

健
診
と
保
健
指
導
で

生
涯
を
通
し
た
健
康
管
理

　

特
定
健
康
診
査
の
結
果
や
生
活
習
慣
の

聞
き
取
り
に
よ
っ
て
生
活
習
慣
の
改
善
が

必
要
な
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
に
「
特

定
保
健
指
導
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
備
群

や
該
当
者
へ
自
ら
健
康
管
理
が
で
き
る
よ

う
専
門
家
が
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
も
そ
れ
ぞ
れ
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
ご
と
に
行
わ
れ
ま
す
。
本

市
で
は
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
該
当
者

に
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
や
管
理
栄
養

士
が
支
援
を
行
い
ま
す
。

ス
マ
イ
ル
健
康
診
査
で

将
来
の
健
康
づ
く
り

　

18
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
若
い
人
に
つ
い

て
は
「
ス
マ
イ
ル
健
康
診
査
」
を
行
い
ま

す
。
検
査
内
容
は
身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

血
圧
測
定
、
検
尿
、
血
液
検
査
（
脂
質
・

肝
機
能
・
貧
血
・
血
糖
）
の
生
活
習
慣
病

や
疾
病
に
関
す
る
診
査
で
す
。
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
を
目
的
と
し

た
腹
囲
測
定
も
行
い
ま
す
。

　

若
い
う
ち
か
ら
健
康
に
関
心
を
持
ち
、

健
康
診
査
を
受
け
て
自
ら
の
身
体
状
況
を

　建物は10月に完成し、その後臨床試

験を行い平成22年４月には本治療が開

始する予定です。従来の放射線治療と

比べ、がんに対する治療効果が高く、切らずに治すことができる

ので身体への負担も少ない優れた治療法。従来の放射線治療と

比べて大きく３つの利点があります。１つは、がんのその部分だ

けに照射されるので副作用が格段に少ない。２つ目は、治療が難

しかったがんに対しても優れた効果を発揮する。３つ目は、治す

効果が高いため少ない照射回数(最短１日)で治療することが可

能です。

　この治療は、平成15年に先進医療として認められましたが、

あまり普及していないことから、一般の保険診療として認めら

れていません。このため、現段階

では、約300万円の治療費が想

定され、高額であることから、で

きるだけ早く保険適用となるこ

とが望まれます。

正
し
く
認
知
し
て
、
健
康
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
ス
マ
イ
ル
健
診
は
応
募

方
式
で
す
。

３
人
に
１
人
は「
が
ん
」で
死
亡

年
に
１
回
が
ん
検
診

　

日
本
人
の
死
因
の
約
６
割
が
生
活
習
慣

病
。
生
活
習
慣
病
と
は
、
高
血
圧
、
脂
質

異
常
症
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、

が
ん
な
ど
の
病
気
で
す
。
そ
の
中
で
が
ん

に
よ
る
死
因
は
５
割
に
達
し
て
い
ま
す
。

が
ん
を
早
期
に
発
見
し
早
期
治
療
に
結
び

付
け
る
た
め
に
、
年
に
１
回
は
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
重
粒
子
線
治
療
施
設
へ
の
支
援

　

群
馬
大
と
県
と
の
共
同
事
業
で
群
馬
大

病
院
内
に
全
国
で
３
番
目
の
最
先
端
の
が

ん
治
療
施
設
「
重
粒
子
線
治
療
施
設
」
が

来
年
３
月
に
完
成
し
ま
す
。
臨
床
試
験
を

行
っ
た
後
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
本
治
療

が
開
始
さ
れ
る
予
定
。
本
市
で
は
、
市
民

の
健
康
を
守
る
医
療
環
境
の
充
実
が
図
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
施
設
建
設
に
対
し

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
治

療
は
保
険
適
用
外
で
あ
る
た
め
、
治
療
費

は
約
３
０
０
万
円
。
１
日
も
早
く
保
険
適

用
に
な
る
よ
う
県
と
連
携
し
て
国
に
働
き

掛
け
る
と
と
も
に
、
保
険
適
用
に
な
る
ま

群馬大医学部重粒子線医学研究センター
副センター長

中野　隆史 教授

で
市
民
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
も
検
討
を

始
め
ま
す
。

家
計
に
も
優
し
い
医
療
制
度

子
育
て
世
代
も
し
っ
か
り
支
援

■
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化　

　

中
学
生
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。
入
院
・

通
院
を
問
わ
ず
窓
口
で
の
支
払
い
は
無

く
、
所
得
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。

■
妊
婦
健
診
の
充
実

　

助
成
回
数
を
２
回
か
ら
６
回
に
（
県
内

他
都
市
で
は
５
回
）。

■
一
般
不
妊
治
療
費
の
助
成

　

新
規
事
業
と
し
て
自
己
負
担
の
２
分
の

１
を
限
度
に
、
年
間
５
万
円
を
上
限
と
し

て
、
２
年
間
助
成
を
し
ま
す
。

中
核
市
移
行
で
保
健
所
設
置

き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス

　

現
在
市
で
実
施
し
て
い
る
母
子
保
健
や

健
康
増
進
事
業
に
加
え
て
、
食
品
衛
生
、

生
活
衛
生
や
感
染
症
対
策
な
ど
、
一
元
的

に
き
め
細
か
な
地
域
保
健
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
可
能
と
な
り
ま
す
。

健康づくりは
まず予防から
全国屈指の健診制
度を利用して

　今までも市と市医師

会は協力して人間ドッ

ク並みの充実した基

本健診を行ってきまし

た。４月から実施された新さわやか健診は、

医療制度改革に伴う医療保険ごとの生活習

慣病に着目した特定健診に市独自の検査項

目を加えた総合的な健診制度であり、私ども

市医師会は、高く評価しています。

　健康診査は、今現在の体の状況を知り、自

らの健康管理をいかにするかを決める手段

として大変重要です。市の行う健康診査は、

がん検診も含めて大変充実しています。病気

の予防のための生活習慣を身に付けるため

に、基本健診やがん健診を年に１度は受診し

ていただきたいと思います。

前橋市医師会

八木　茂 理事

重粒子線治療施設

特集 健康づくり

前橋で始まる最先端治療

市民の健康を増進します

病気の発見

市独自健診
40歳以上

11項目

特定健診
40～74歳

生活機能評価
65歳以上

後期高齢者健診
75歳以上

生活習慣病予防

生活習慣病予防 介護予防

40 74歳

活機能評価 後期高齢者

生活習慣病予防

生活習慣病予防防 介護護予防

17項目

ここに
注目!
ここに
注目!

無料で
受けられます

市民の健康を増進するために健診項目の充実


